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有限会社 吉川工務店

【今後の課題・事業展開】

※横田小そば、小麦の生産量の増大

※当社産麦の安定供給と焼酎の需要増

※水田耕作受託により、奥出雲町のブランド米（馬木の米）生産高

の維持

法人名 有限会社 吉川工務店
代表者 代表取締役 吉川光則

所在地 〒699-1941
仁多郡奥出雲町大馬木1386

電話 0854-53-0311
設立 昭和２８年

参入形態 直接参入（特定法人）
事業の種類 建設業
資本金 ２，０００万円

経営規模 そば・小麦 ５．３ ha
従業員等 農業部門 常時従事者１名、 臨時雇用１名
販売額 ２５０万円
主な販路 農業団体を通じた出荷販売、奥出雲酒造(株)

元来は代表取締役個人が、入植していた国営開発地、また耕作放棄地であった国営開発地を借

り入れて小麦、横田小そばの二毛作栽培を行っていた。これが、次第に引き受け面積が増大し

たことから会社として農業に参入することとした。

高齢化により広がる遊休農地の引き受け、水田耕作受託面積の増大で地域の担い手としての

役割とともに地域雇用が拡がればよいと考える。付加価値農業の観点からは、香りのよい横田

小そばがそばどころの奥出雲町のブランドとして、また小麦については奥出雲酒造(株)による麦

焼酎の製造・商品化を行い小売りも手掛けている。

【取組の主な特徴】

※ 耕作放棄地等の国営開発地を借り入れて横田小ソバ、小麦の生産

※ 耕作者不足による水田耕作受託

食味に影響大である気候風土を

力に「安心・安全」な作物を生産

したい

代表取締役 吉川光則

取締役 吉川朋実

（米･食味鑑定士 021-0892号）


